
　

私
が
、
こ
の
高
梁
高
校
を
巣
立
っ
て

か
ら
早
や
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
学
び
舎
の
風

景
や
友
人
た
ち
と
の
語
ら
い
は
、
今
も

な
お
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
、
時
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る

ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
昨
年
夏
の
総
会
に
お
き

ま
し
て
同
窓
会
会
長
を
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
の
発
展

　

臥
牛
山
の
木
々
も
夏
の
日
差
し
を

受
け
て
一
層
緑
を
深
め
、
高
梁
川
の

川
面
を
渡
る
風
が
涼
や
か
な
ひ
と
と

き
を
運
ん
で
く
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
益
々

ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
、

同
窓
会
の
諸
活
動
や
本
校
の
教
育
に

対
し
ま
し
て
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
教
職
員
一
同
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り

鳥
越
信
行
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、

倉
敷
古
城
池
高
等
学
校
か
ら
着
任
し

ま
し
た
澤
顕
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
創

立
１
４
６
年
の
歴
史
と
伝
統
を
有
す

る
高
梁
高
等
学
校
に
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。
前
任
校
で
は
教
頭
と
し

て
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
な
未
来
の
創
造
と
、
本
校

に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
樋
口

前
会
長
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
に
あ

た
り
、
私
に
務
ま
る
だ
ろ
う
か
と
悩
み

も
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の

皆
さ
ま
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

同
窓
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
け
る

よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

歴
史
あ
る
同
窓
会
の
伝
統
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
の
ご
縁
を
よ
り
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
４
月
８
日
に
１
４
５

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生
徒

４
３
４
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
着
任
後
間
も
な
く
、
高
梁
市
教

育
委
員
会
事
務
局
参
与
の
福
原
洋
子

様
、高
梁
市
学
校
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
横
山
弘
毅
様
が
来
校
さ
れ
、

高
梁
市
に
お
け
る
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
立
学
校

で
あ
り
な
が
ら
、
市
か
ら
全
面
的
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
心
強
さ

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
人
口
減
少
が

進
む
中
で
も
学
園
都
市
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
続
け
る
高
梁
市
の
強
い
思

い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

母
校
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
今
で
も

折
に
触
れ
て
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
友
人

た
ち
と
の
何
気
な
い
日
常
の
ひ
と
コ
マ

が
、
年
月
を
経
て
も
心
の
中
で
温
か
く

息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
出

を
共
有
で
き
る
こ
と
が
同
窓
会
の
大
き

な
魅
力
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
つ
な

が
る
大
切
な
場
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
に
は
こ
の
度
新
し
く
澤さ

わ

顕あ
き

義よ
し

校
長
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

澤
校
長
先
生
は
、
備
北
地
区
の
学
校
勤

務
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
が
、
家
政

科
の
あ
る
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
体

制
の
も
と
、
地
域
連
携
の
さ
ら
な
る
活

説
明
で
は
本
校
お
よ
び
高
梁
城
南
高

等
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
五
校

が
、
市
と
連
携
し
な
が
ら
教
育
内
容

の
充
実
と
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
方
向
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
報
道
等
に
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
高
梁
市
に「
高

校
生
み
ら
い
共
創
課
」
が
設
置
さ
れ
、

本
校
と
高
梁
城
南
高
等
学
校
の
生
徒

12
名
が
所
属
し
、
地
域
課
題
の
解
決

策
を
提
案
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
30
日
に
は
、
市
役
所

内
で
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
、「
修
学

旅
行
を
高
梁
に
」、「
廃
園
カ
フ
ェ
を

つ
く
ろ
う
」と
い
う
内
容
で
生
徒
提
案

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
４
月
24
日
に
任
命
式
が
行
わ

性
化
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
環

境
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
こ
の
四
月
、
新
た
に

百
四
十
名
の
方
々
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
歴
代
の
卒
業
生
は
総
数
で

二
万
六
千
人
に
届
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
同
窓
会
だ
よ
り
な
ど

を
通
じ
て
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
電
子
媒
体
の
活
用

も
少
し
ず
つ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

り
迅
速
で
身
近
な
形
で
情
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
く
の
方
に
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
同
窓
会
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
是
非
お
伝

え
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
母
校
の
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
で
す
。
学
校
で
は
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
毎
年

生
徒
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
今
後
特
に
大
き
な
役
割
を
担

う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
寮
の
活
用

で
す
。
寮
が
あ
る
こ
と
で
生
徒
の
募
集

れ
、
本
校
２
年
次
生
が
１
年
を
か
け

て
、
地
域
課
題
に
取
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は「
高
梁
市

高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
設

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
準

備
会
を
開
い
て
、
市
や
地
域
企
業
と

の
連
携
、
学
校
間
の
連
携
に
つ
い
て

検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
全
県
募

集
の
本
校
と
、
全
国
募
集
の
高
梁
城

南
高
校
と
が
、
一
緒
に
な
っ
て
生
徒

募
集
を
市
外
に
出
か
け
て
い
っ
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
、
温
知
寮
、
泉
寮
と
も

に
、
各
部
屋
の
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
に
接
続
で

き
て
い
な
い
状
況
を
整
備
す
る
な
ど
、

現
時
点
で
も
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
今
年
度
よ
り
吉

備
国
際
大
学
の
協
力
を
得
て
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
（
方
谷
学
）」
に

お
い
て
、
探
究
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、
国
際
交
流
に
つ

い
て
事
前
指
導
を
受
け
た
り
す
る
取

組
み
が
始
ま
り
ま
す
。
一
方
で
、
中

学
校
へ
の
出
前
授
業
や
本
校
生
徒
に

よ
る
小
学
生
に
向
け
た
学
習
支
援
な

範
囲
が
広
が
り
、
こ
の
春
か
ら
は
県
の

措
置
に
よ
り
土
日
、
祝
日
の
在
寮
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
た
め

に
は
金
曜
日
の
夕
方
か
ら
月
曜
日
の
朝

ま
で
、
民
間
の
方
々
に
寮
監
を
お
願
い

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
な
ん

と
か
人
員
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お

願
い
す
る
場
面
も
出
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
総
会
や
各
種
行
事
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
再
会

や
新
た
な
出
会
い
の
機
会
と
し
て
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

申
し
込
み
は
下
段
に
あ
る
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

東
京
支
部
・
関
西
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
総

会
に
も
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
、
同
窓
会
活
動
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
本
校
が

掲
げ
て
い
る
「
未
来
を
拓
く
８
つ
力
」

―
社
会
で
生
き
る
教
養
力
、
専
門
的

で
高
度
な
技
術
力
、
情
報
を
活
用
す

る
力
、
論
理
的
・
批
判
的
に
思
考
す

る
力
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
力
、

対
話
し
協
働
す
る
力
、
志
高
く
挑
戦

す
る
力
、
自
律
し
や
り
抜
く
力
―
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
備
北
地
区
の
拠
点
校
と

し
て
高
梁
高
等
学
校
が
さ
ら
に
進
化

で
き
る
よ
う
、
向
上
進
取
の
精
神
で

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
母
校
へ
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
万
障

お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
是
非
と
も
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
後
、
懇
親
会
を
開
き

ま
す
。
今
年
度
の
懇
親
会
は
、
次
の

当
番
幹
事
学
年
の
方
を
中
心
に
催
さ

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
の
ご
出
席
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
31
回
卒（
昭
和
55
年
卒
）

高
41
回
卒（
平
成
２
年
卒
）

高
51
回
卒（
平
成
12
年
卒
）

高
61
回
卒（
平
成
22
年
卒
）

高
71
回
卒（
令
和
２
年
卒
）

　
　

記
日　

時　

令
和
８
年
８
月
14
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

場　

所　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　
　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

℡
０
８
６
６–

２
１–

０
０
８
０

会　

費　

７
，０
０
０
円

卒
業
後
４
年
以
内
の
同
窓
生
は
無

料
と
し
ま
す

総
会
・
懇
親
会
の
参

加
申
し
込
み
は
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

支
部
総
会
の
ご
案
内

＜

東
京
支
部
総
会＞

令
和
８
年
10
月
24
日（
土
）12
時
～

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２–

４–

３

ホ
テ
ル　

ル
ポ
ー
ル
麹
町

＜

関
西
支
部
総
会＞

　

令
和
８
年
11
月
15
日（
日
）12
時
～

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
５–

14–

10　

ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル

同
窓
会
新
役
員

　

会　

長　

近
藤
隆
則（
高
28
回
卒
）

　

副
会
長　

岡
田
誠
治（
高
24
回
卒
）

　
　
　
　
　

小
田
幸
伸（
高
25
回
卒
）

　
　
　
　
　

松
本
圭
司（
高
27
回
卒
）

　
　
　
　
　

三
上
武
則（
高
29
回
卒
）

　
　
　
　
　

蟻
正
教
子（
高
30
回
卒
）

　
　
　
　
　

前
嶋
英
輝（
高
31
回
卒
）

　
　
　
　
　

藤
森
元
子（
高
37
回
卒
）

　

監　

査　

片
岡
康
平（
高
18
回
卒
）

　
　
　
　
　

竹
井　

淳（
高
23
回
卒
）

　
　
　
　
　

菅
田
吉
昭（
高
39
回
卒
）
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男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
昨
年
か
ら

お
互
い
の
部
員
数
不
足
の
た
め
、
新
見

高
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
夏
に
は
栄
え
あ
る
地
元
岡

山
県
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
岡
山
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は

本
校
の
大
橋
一
心
主
将
が
全
チ
ー
ム
を

代
表
し
て
力
強
い
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。
優
勝
し
た
大
村
工
業
高
校
に
は

負
け
た
も
の
の
部
員
不
足
の
逆
境
を
乗

り
越
え
て
の
ベ
ス
ト
16
と
いっ
た
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
８
年

度
の
大
阪
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
２
年
連
続

で
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

校
長　

澤　
　

顕 

義　

ご
　
挨
　
拶

会
長　

近 
藤　

隆 

則

お

知

ら

せ

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

全
国
大
会
出
場

第60回全日本高等学校総合体育大会ソフトボール競技（インターハイ）
第44回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会
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違
い
な
く
、
両
校
に
と
っ
て
寮
の

存
在
価
値
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

  
し
か
し
、
温
知
寮
・
泉
寮
は
改

築
後
50
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
、リ
フ
ォ
ー

ム
が
不
可
欠
と
考
え
、
ふ
る
さ
と

岡
山“
学
び
舎
”環
境
整
備
事
業
を

利
用
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ

ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

食
堂
を
改
修
し
、
学
び
や
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
食
堂
・
学

習
室
・
交
流
室
の
整
備
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

目
標
金
額
は
２
，５
０
０
万
円
で

す
が
、
途
半
ば
で
す
。
個
人
の
方

の
寄
附
額
の
う
ち
２
，０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
や
住
民
税
か
ら
全
額
が
控
除
さ

れ
る
た
め
、
寄
附
者
の
実
質
的
な

　

高
梁
高
校
の
生
徒
募
集
は
、
少

子
化
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、

生
徒
・
保
護
者
の
考
え
方
の
変
化

等
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
学
校
の

存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
本
校
は
令
和

６
年
度
入
試
か
ら
、
普
通
科
の
学

区
を
全
県
学
区
に
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
旧
学
区
以
外
か
ら
の
入

学
生
は
、
令
和
６
年
度
16
名
、
令

和
７
年
度
25
名
、
令
和
８
年
度
23

名
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大

き
く
な
り
、
遠
隔
地
か
ら
の
入
学

生
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

温
知
寮
・
泉
寮
は
現
在
、
高
梁

高
校
と
高
梁
城
南
高
校
と
共
同
で

利
用
し
て
お
り
、
寮
生
は
１
年
次

16
名
、
２
年
次
24
名
、
３
年
次
12

名
と
、
年
々
増
加
傾
向
で
す
。
間

令
和
７
年

　

６
月
６
日（
金
）

　
　

17
：
30
～
（
個
別
に
よ
る
監
査
）

　
　
　

片
岡
監
査
、
竹
井
監
査
、
菅
田
監
査

　
　

18
：
00
～　

役
員
会（
応
接
室
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
９
名

　
　

18
：
30
～　

幹
事
会（
会
議
室
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
18
名

　

８
月
14
日（
木
）

　
　

11
：
00
～　

総　

会（
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
55
名

　
　

12
：
00
～　

懇
親
会（
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
）

　

10
月
25
日（
土
）

　
　

12
：
00
～

　
　
　

東
京
支
部
総
会

　
　
　

�（
東
京
都
千
代
田
区
ル
ポ
ー
ル
麹
町
）

　

11
月
15
日（
土
）

　
　

12
：
00
～

　
　
　

関
西
支
部
総
会

　
　
　

�（
ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル
）

　

11
月
28
日（
金
）

　
　

18
：
00
～　

臨
時
役
員
会（
応
接
室
）

　
　
　

近
藤
会
長
他
８
名

令
和
８
年

　

２
月
27
日（
金
）

　
　

入
会
式（
体
育
館
）

　
　
　

近
藤
会
長

　
　
　

新
入
会
者
数

　
　
　

�（
家
政
科
31
名
、
普
通
科
109
名　

計
140
名
）

　
　

主
な
支
部
・
連
絡
先

●
東
京
支
部

　
支
部
長
　
佐
々
木
　
敦
則

（
第
22
回
卒
）

　
連
絡
先
　
前
島
　
克
好

（
第
24
回
卒
）

　taka-tyo@
googlegroups.com

●
関
西
支
部

　
支
部
長
　
能
勢
　
広
宣

（
第
32
回
卒
）

　
連
絡
先
　
能
勢
　
広
宣

（
第
32
回
卒
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
梁
高
校
の
日
常
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、フェイ
ス
ブッ
ク・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
用
を
行
って
い
ま
す
。

た
か
高
の
今
、
後
輩
の
活
躍
の
様
子
に
加

え
、
同
窓
会
総
会
等
の
案
内
、
同
窓
会
支

部
の
活
動
の
様
子
、
同
窓
生
活
躍
の
情
報

等
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
フ
ォロ
ワ
ー
に
な

る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
情
報
を
共
有
し
、
高

梁
高
校
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
２
次
元
コ
ー
ド
は
、
こ
ち
ら

で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
同
窓
会
会
長
と
し
て
会
の
発
展
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
樋
口
前
会
長
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り
近
藤

新
会
長
の
も
と
、
高
梁
高
校
同
窓
会
が
ま
す
ま
す

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
高
梁
高
校
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
先

日
の
生
徒
総
会
で
生
徒
会
執
行
部
よ
り「
高
梁
高
校

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
生
徒
一人
ひ
と
り
の

意
見
を
大
切
に
し
、変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
い
く
」

と
力
強
い
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の一つ
と
し
て
、

校
内
で
の
スマ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
規
定
の
見
直
し
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
高
校
が
校
内
使
用
禁
止

の
中
、
高
梁
高
校
で
は
５
年
前
か
ら
生
徒
会
の
要
望

を
受
け
始
業
前
と
放
課
後
の
使
用
を
認
め
て
い
ま

す
。
生
徒
会
を
中
心
に
全
生
徒
に
使
用
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
の
周
知
を
繰
り
返
し
行
っ
た
結
果
、
本
年
は
昼

休
み
の
使
用
も
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
自
ら
考
え
、
提
案
し
、
責
任
を
持
って
行
動
し

よ
う
と
す
る
タ
カ
高
生
の
姿
勢
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
の
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

的
に
増
加
し
、
国
公
立
大
で
は
前
年
よ

り
約
10
％
、
私
立
大
で
は
前
年
よ
り
約

19
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
影

響
も
あ
り
、
高
倍
率
に
な
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
本
校
生
徒
も
昨
年
度
同
様
に

苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
入
試

に
お
い
て
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点

が
昨
年
度
か
ら
大
き
く
下
が
り
、
従

来
の
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
生
徒
も

い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
担
任
を
は
じ
め

年
次
団
教
員
、
教
科
担
当
教
員
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
前
を
向
き
個
別

試
験
に
向
け
一
生
懸
命
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
後
期
試

験
ま
で
取
り
組
み
、
最
後
の
最
後
に
合

格
を
掴
み
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
教

員
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。最
終
的
に
は
普
通
科
１
０
９
名
、

家
政
科
31
名
の
令
和
７
年
度
高
梁
高

校
卒
業
生
は
、
各
自
の
目
指
す
ス
テ
ー

ジ
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
四
年
制
大

学
へ
の
進
学
希
望
者
93
名
の
う
ち
国

公
立
大
学
に
54
名
（
過
年
度
生
２
名
含

む
）
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
過
年
度
生
１
名
は
難
関
大
学
で

あ
る
東
北
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
高

梁
高
校
で
得
た
力
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
新
し
い
仲
間
と
出
会
い
、
さ

ら
に
成
長
し
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と

す
る
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
り
、
社

会
の
在
り
方
は
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ

り
、
大
学
に
お
い
て
も
教
育
・
研
究
の

能
な
教
育
課
程
の
確
立
が
柱
と
し
て

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
探
究

的
な
学
び
の
質
の
向
上
や
情
報
活
用

能
力
の
強
化
が
重
視
さ
れ
、
生
徒
が

自
ら
問
い
を
立
て
、
他
者
と
協
働
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
力
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
教
育
現
場
で

は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
過
程
や

成
果
を
重
視
す
る
傾
向
が
よ
り
一
層
強

く
な
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
い
て
も

学
び
の
質
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
、

筆
記
試
験
の
み
で
は
測
り
き
れ
な
い
力

を
把
握
で
き
る
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
を
拡
充
し
て
お
り
、
こ
の
流
れ
は

今
後
も
続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
度
入
試
を
総
括
す
る

と
、
２
０
２
５
年
度
入
試
よ
り
始
ま
っ

た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
科
目
変
更

に
よ
る
影
響
で
、
昨
年
度
に
続
き
受
験

の
早
期
化
が
加
速
し
ま
し
た
。総
合
型・

学
校
推
薦
型
選
抜
の
志
願
数
は
全
国

　

近
年
、
急
速
な
社
会
構
造
の
変
化

や
価
値
観
の
多
様
化
、
さ
ら
に
は
デ

ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を

背
景
に
、
大
学
入
試
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
知

識
偏
重
型
の
選
抜
か
ら
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
重
視
す
る
方
向

へ
と
移
行
が
進
み
、
年
内
に
実
施
さ
れ

る
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
よ

る
入
学
者
は
、
全
国
的
に
見
て
も
全

体
の
約
５
割
に
迫
る
水
準
に
達
し
て

お
り
ま
す
。
各
大
学
は
志
望
理
由
書

や
面
接
、
小
論
文
、
さ
ら
に
は
探
究

活
動
や
課
外
活
動
の
成
果
を
通
し
て
、

多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い

て
は
、
２
０
３
２
年
度
よ
り
高
校
へ
導

入
さ
れ
る
次
期
学
習
指
導
要
領
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
答
申
で

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
装
、
多
様
性
の
包
摂
、
持
続
可

高
度
化
や
学
び
の
個
別
最
適
化
、
産

業
界
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
新
た
な

価
値
創
出
に
向
け
た
改
革
が
加
速
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
求
め

ら
れ
る
の
は
、
知
識
の
蓄
積
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
れ
を
活
用
し
課
題
を
発
見
・

解
決
す
る
力
で
あ
り
ま
す
。
本
校
に

お
い
て
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
学
び
続
け
、
変
化
に
対
応
し
得

る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
後
輩
た
ち
が
こ
の
新
た
な

時
代
を
切
り
拓
き
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
た
め
に
も
、
同
窓
生
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

国
公
立
大
学

　

東
北
大
１
名
、
岡
山
大
４
名
、
広

島
大
１
名
、
鳥
取
大
２
名
、
島
根
大

５
名
、
山
口
大
１
名
、
香
川
大
６
名
、

愛
媛
大
１
名
、
高
知
大
５
名
な
ど
、

中
四
国
地
方
を
中
心
に
54
名
が
合
格

し
ま
し
た
。

 

私
立
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校

　

東
京
理
科
大
１
名
、
立
命
館
大
２

名
、龍
谷
大
４
名
、近
畿
大
４
名
な
ど
、

難
関
私
立
大
を
は
じ
め
、
近
畿
地
方
・

中
四
国
地
方
の
私
立
・
専
門
学
校
に

多
く
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。

 

就
　
職

　

高
梁
市
消
防
局
に
１
名
、
製
造
職

や
事
務
職
な
ど
９
名
、
計
10
名
が
就

職
し
ま
し
た
。

負
担
は
２
，０
０
０
円
で
す
。
ま
た
、

企
業
か
ら
の
寄
附
の
場
合
、
寄
附

金
の
全
額
を
損
金
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
は
最
小

で
寄
附
金
の
１
割
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
申
込
用
紙
も
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に

は
、
後
輩
へ
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寄
附
申
し
込
み
方
法
は
こ
ち
ら

の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
ご
不
明

な
場
合
に
は
、
本
校
事
務
室
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インスタグラム

令和７年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計決算書

令和８年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計予算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 収 入 済 額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 費 441,000 427,000 △ 14,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 210,000 60,000 令和７年度総会
寄 付 金 800,000 823,297 23,297 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 429,659 429,659 0 令和６年度からの繰越金
雑 収 入 841 2,618 1,777 預金利息 , 集合写真現像及び郵送代
名 簿 収 入 9,500 0 △ 9,500 名簿売上等

計 1,831,000 1,892,574 61,574
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 支 出 済 額 差 引 残 額 摘　　　　要
会 議 費 450,000 361,723 88,277 総会、役員会　お茶等
旅 費 110,000 164,040 △ 54,040 東京支部総会、関西支部総会
消 耗 品 費 6,000 0 6,000
通 信 費 610,000 679,947 △ 69,947 同窓会だより発送、役員会案内等
印 刷 費 126,000 153,696 △ 27,696 同窓会だより、寄付チラシ印刷
渉 外 費 3,000 0 3,000
慶 弔 費 30,000 0 30,000
記 念 品 料 0 0 0
雑 費 50,000 47,978 2,022 振込手数料、過年度会費返金
予 備 費 446,000 0 446,000

計 1,831,000 1,407,384 423,616
※収入済額（円）　　　支出総額（円）　　　次年度への繰越金（円）
　　1,892,574　　－　　1,407,384　　＝　　485,190

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 費 434,000 441,000 △ 7,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 150,000 0 令和８年度総会
寄 付 金 800,000 800,000 0 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 485,190 429,659 55,531 令和７年度からの繰越金
雑 収 入 310 841 △ 531 預金利息
名 簿 収 入 9,500 9,500 0 名簿売上等

計 1,879,000 1,831,000 48,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 議 費 370,000 450,000 △ 80,000 役員会・総会経費
旅 費 165,000 110,000 55,000 各支部総会
消 耗 品 費 6,000 6,000 0 事務用品
通 信 費 680,000 610,000 70,000 同窓会だより発送作業費、郵便代等
印 刷 費 154,000 126,000 28,000 同窓会だより印刷費
渉 外 費 3,000 3,000 0
慶 弔 費 30,000 30,000 0 慶弔電報
記 念 品 料 200,000 0 200,000 ２年に１度購入
雑 費 50,000 50,000 0 郵便振込手数料、過年度会費返金
予 備 費 221,000 446,000 △ 225,000

計 1,879,000 1,831,000 48,000
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（普通科・家政科）

種　　　　別
合格
者数

進 学・ 就 職 者 数

普通科 家政科 計

進
学

国 公 立 大 学 52 51 0 51

私 立 大 学 79 36 6 42

国公立短期大学 0 0 0 0

私 立 短 期 大 学 0 0 0 0

専 修・ 各 種 学 校 36 18 16 34

予 備 校・ そ の 他 3 1 2 3

計 170 106 24 130

就
職

一 般 企 業 9 2 7 9

公 務 員 1 1 0 1

計 10 3 7 10

１．令和８年３月卒業生進路状況

令和 ８ 年 7 月 10 日⑵  第 54 号 同 窓 会 だ よ り


